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合1濾胞腔半径，百1：濾胞半径  h：細胞幅， Sc1濾胞細胞面積
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             （2〕濾胞腔
       形状係数面  積      計（μm2） C〈1．5C≧1．5
正常10419±9972 24
腺腫2786±2551 30
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     二次元原子分子の駐車問題
化学技術研究所天然有機化学部深谷俊夫・小高正人
 1．緒   言
 原子・分子レベルに立ち戻って化学反応を見てみると，個々の反応はランダムた事象であり，
一般的た化学での取り扱いはそのランダム性には立ち入らたいで，単にそれらの統計量を用い
て解析する場合が殆どである．
 しかし，例えば結晶格子点への分子吸着，蒸着やCVDのようにある種のランダム性が二次元
表面に固定化されたもの，あるいはこれらのランダム性の統計的性質を積極的に触媒設計や膜
透過制御等に応用しようとするアイデアを具体的に考察するには，原子・分子レベルに立ち
戻ったランダム性の追究が必要であろう．
 この種の問題解決の一つの糸口として“駐車問題”がある1）．すたわち，一次元の“駐車問題”
とは，r同じ長さの棒を一直線上に互いに重なることなくランダムに並べる場合，ぎっしり詰
まった場合の何割の密度まで詰め込めるか？」という乱れた一次元系に対する統計的性質を求
める問題の一つであり，車の駐車に例えられている．この問題の答えは，まず計算機によって，
約0．7476倍の密度までであると調べられ，その後解析的に厳密解が得られている．
 この問題を二次元，そしてさらには三次元へ拡張することにより，より現実に近い統計的性
質を持つ乱れた系のモデル化が期待される．
 近年，高性能の計算機能とディスプレイ機能を持つ計算機を長時間占有できるようになり，
種々のシミューレーション実験が気軽に行たえるよう一になった．しかしたがら，’、駐車問題”は
一次元の場合ですら4桁までの信頼度を得るためには，膨大なシミュレーション計算を行ない，
その平均値と標準偏差値から求めるので，例えばNEC社製16bitパーソナルコンピュータ
PC－9801FのBASIC言語を用いる場合でいえば，二昼夜は優にかかる計算量とたる．またこの
種の問題は，解析的に解こうとする場合，一見正しい推論から異なる結果を導く危険性が多く，
パラドックス問題の宝庫である．その点，シミュレーションによる方法は，予測や推論の入り
込む余地は少なく，安全・確実な実証法といえる．
